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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
国
民
の
皆
様
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
を
選
定
し
、
気
軽
に
山
を
歩
き

森
を
散
策
し
て
い
た
だ
け
る
箇
所
を
数
多

く
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
「
森
を
歩
く
」
を
国
内
テ
ー

マ
に
し
た
「
国
際
森
林
年
」
で
す
。
多
く

の
方
々
に
森
を
歩
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
初
は
、
吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
に
設

定
さ
れ
て
い
る
草
津
・
白
根
ス
ポ
ー
ツ
林

及
び
草
津
道
路
風
景
林
内
の
「
草
津
・
森

の
癒
し
歩
道
」
で
す
。
こ
の
歩
道
は
、
群

馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
に
位
置
し
、
ロ
イ
ヤ

ル
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
コ
ー

ス
、
や
す
ら
ぎ
の
森
コ
ー
ス
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ス
は
、
勾
配
が
緩
や
か

な
延
長
１
．
３
㌔
㍍
の
周
回
コ
ー
ス
で
、

林
内
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
混

交
林
で
歩
道
に
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
か

れ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
も
散
策
さ
れ
た
コ
ー

ス
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
勾

配
が
緩
や
か
な
往
復
約
３
．
８
㌔
㍍
の
コ
ー

ス
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
さ
れ
て
お

り
、
車
椅
子
で
の
通
行
も
可
能
な
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
森
コ
ー
ス
は
勾
配
が
急
で
、

延
長
１
．
３
㌔
㍍
の
健
脚
向
け
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
は
、
上
越
森
林
管
理
署
管

内
に
設
定
さ
れ
て
い
る
笹
ヶ
峰
自
然
休
養

林
で
す
。
こ
の
自
然
休
養
林
は
、
新
潟
県

妙
高
市
に
位
置
し
、
平
成
20
年
４
月
に

「
癒
し
の
森
」
と
し
て
池
の
平
地
域
が

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
（
生
命
地
域
・
妙

高
薬
湯
膳
の
里
）
」
に
、
笹
ヶ
峰
高
原
な

ど
６
ヵ
所
が
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

笹
ヶ
峰
夢
見
平
遊
歩
道
の
10
㌔
㍍
の
コ
ー

ス
は
、
森
林
軌
道
跡
地
の
一
部
を
利
用
し

た
高
低
差
の
少
な
い
歩
道
で
、
美
し
い
森

林
景
観
や
歩
き
や
す
さ
な
ど
か
ら
、
多
く

の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
夢
見
平
地
区
で
は
、
春
先
に

「
夢
見
平
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
、

夏
に
は
「
２
０
１
１
国
際
森
林
年
記
念
エ

コ
ツ
ア
ー
妙
高
夏
休
み
親
子
自
然
教
室
in

笹
ヶ
峰
」
、
９
月
に
は
「
妙
高
市
笹
ヶ
峰

地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
活
動
～

守
ろ
う
！
防
ご
う
！
笹
ヶ
峰
～
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に

妙
高
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。秋

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
10
月
16
日
に

「
秋
の
妙
高
高
原
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９１号（２）
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最
後
は
、
平
成
22
年
度
に
群
馬
森
林
管

理
署
管
内
に
新
規
指
定
さ
れ
た
碓
氷
峠
風

景
林
で
す
。

碓
氷
峠
は
、
群
馬
県
の
安
中
市
松
井
田

町
横
川
と
長
野
県
の
軽
井
沢
町
の
境
に
あ

る
標
高
約
９
６
０
㍍
の
峠
で
、
国
道
18
号

線
（
旧
道
）
が
通
っ
て
お
り
、
新
緑
や
紅

葉
を
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
楽
し
め
る
こ
と

か
ら
、
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
旧
国
道
18
号
線
に
隣
接
す
る
旧

信
越
線
ア
ー
チ
橋
（
通
称
め
が
ね
橋
）
は
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
４
連
の

ア
ー
チ
橋
で
、
全
長
91
㍍
、
高
さ
31
㍍
、

使
用
さ
れ
た
煉
瓦
は
約
２
０
０
万
個
に
及

び
、
現
存
す
る
煉
瓦
造
り
の
橋
の
中
で
は

国
内
最
大
規
模
で
、
時
代
が
か
っ
た
赤
煉

瓦
の
色
が
周
囲
の
緑
と
調
和
し
、
美
し
い

景
観
を
創
り
出
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ

多
く
方
々
が
観
光
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
め
が
ね
橋
周
辺

と
旧
国
道
18
号
線
沿
線
の
自
然
景
観
の
維

持
・
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
、
当
該
地

域
一
帯
の
国
有
林
を
風
景
林
に
指
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

山
歩
き
に
は
幾
つ
か
の
注
意
点
や
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
快
適

な
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

１

計
画
や
準
備
は
万
全
に
す
る
。

登
山
経
験
者
に
相
談
し
た
り
、
目
的

地
や
ル
ー
ト
情
報
を
必
ず
確
認
し
、
無

理
な
行
動
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

２

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
自
然
環
境
や
景

観
、
野
生
生
物
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

ゴ
ミ
は
捨
て
ず
に
全
て
自
宅
ま
で
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

３

登
山
道
を
外
れ
て
歩
か
な
い
。

道
に
迷
っ
た
り
植
生
を
痛
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
転
落
す
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

４

動
植
物
は
大
切
に
す
る
。

多
様
な
野
生
生
物
は
自
然
を
形
成
す

る
重
要
な
構
成
員
で
す
。

５

火
の
始
末
は
き
ち
ん
と
す
る
。

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
な
ど
山
火
事
の

原
因
と
な
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

６

ト
イ
レ
な
ど
の
公
共
施
設
を
き
れ

い
に
使
う
。

７

ペ
ッ
ト
に
は
リ
ー
ド
を
つ
け
る
。

８

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
の
車
両
を

乗
り
入
れ
な
い
。

９

生
き
物
に
え
さ
を
や
ら
な
い
。

え
さ
を
与
え
る
と
野
生
動
物
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

（３）平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９１号
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入
山
に
当
た
っ
て
の
ル
ー
ル



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
３
ヶ
年
の
計
画
で
、
多
く
の
登
山
者

が
安
心
し
て
高
尾
山
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

「
安
心
・
快
適
な
高
尾
山
」
を
目
指
し
て

森
林
利
用
協
働
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

高
尾
山
は
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
か

ら
、
国
定
公
園
、
自
然
休
養
林
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
都
心
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
層
の
登
山
者
な
ど
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
か
ら
連
続
し
て
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
の
最
高
ラ
ン
ク
、
三
つ
星
の

観
光
地
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

利
用
者
数
が
急
増
し
、
環
境
省
が
公
表
し

て
い
る
「
明
治
の
森
高
尾
山
国
定
公
園
」

の
年
間
利
用
者
数
に
よ
る
と
、
平
成
18
年

度
は
２
５
０
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
21
年
度
に
は
４
０
４
万
人
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
利
用
者
が
安
心
し

て
高
尾
山
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
歩
道
の

整
備
、
事
故
防
止
、
情
報
提
供
な
ど
を
図

る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め

の
今
後
の
組
織
の
あ
り
方
な
ど
を
、
地
元

自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携

し
、
森
林
利
用
協
働
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
の
取
組
と
し
て
、
高
尾
山

の
利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

初
め
て
の
利
用
者
や
若
年
層
の
利
用
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
、
事
前
の
情
報
を
持

た
ず
に
訪
れ
る
利
用
者
が
多
い
こ
と
、
薬

王
院
か
ら
山
頂
ま
で
の
区
間
に
利
用
者
が

集
中
し
て
い
る
こ
と
、
薬
王
院
や
山
頂
に

比
べ
て
周
辺
施
設
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

利
用
者
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分

か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
施
設
の
情
報
、
高
尾

山
の
歴
史
や
利
用
ル
ー
ル
を
掲
載
し
て
情

報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。
な
お
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
海
外
か
ら
訪
れ
る
利
用
者

へ
配
慮
し
、
日
本
語
版
の
ほ
か
４
カ
国

版
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
の
分
散
を
図
り
周
辺

施
設
の
利
用
を
促
す
た
め
、
整
備
が
急

が
れ
て
い
た
対
象
施
設
の
中
か
ら
、

「
日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
に
よ
る
水

質
へ
の
影
響
が
あ
る
水
道
や

上
屋
が
腐
食
し
危
険
性
が
あ

る
水
場
等
の
修
繕
を
行
う
と

と
も
に
、
「
い
ろ
は
の
森
コ
ー

ス｣

歩
道
に
つ
い
て
は
、
歩
道

か
ら
は
み
出
し
て
歩
く
た
め

歩
道
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た

箇
所
や
木
の
根
が
地
面
か
ら

露
出
し
て
い
る
箇
所
の
修
繕

を
行
っ
た
ほ
か
、
案
内
板
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
森
林
環
境
教
育

の
充
実
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
施
設
の
有
効
活

用
な
ど
、
よ
り
快
適
で
安
全

な
高
尾
山
と
な
る
よ
う
協
働

モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
国
際
森
林
年
で

す
。
四
季
折
々
の
魅
力
溢
れ

る
高
尾
の
森
を
、
ぜ
ひ
自
分

の
足
で
歩
い
て
観
て
く
だ
さ

い
。

平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９１号（４）

「
安
心
・
快
適
な
高
尾
山
」
を
目
指
し
た

森
林
利
用
協
働
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

計
画
部

指
導
普
及
課

修繕をした「いろはの森」歩道

森
林
利
用
協
働
モ
デ
ル
事
業

モ
デ
ル
事
業
の
取
組

高尾山ＰＲパンフレット

看板の設置

日影沢キャンプ場施設



赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡

第
3
回
（
主
な
取
組
）

前
回
は
自
然
林
回
復
に
関
す
る
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
引
き

続
き
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

渓
流
環
境
の
復
元
と
防
災
機
能
と
の
調

和
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
秋
に
治
山

ダ
ム
の
中
央
部
を
試
験
的
に
撤
去
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
防
災
上
の
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
た
め
、
撤
去
し
た
ダ
ム
の
下
流

２
０
０
㍍
の
箇
所
に
防
災
用
施
設
を
設
置

し
ま
し
た
。

寸
断
さ
れ
て
い
た
渓
流
の
連
続
性
を
確

保
し
、
氾
濫
や
土
砂
移
動
等
の
上
に
成
立

す
る
複
雑
な
生
態
系
を
復
元
す
る
こ
と
が

狙
い
で
す
。
た
だ
、
氾
濫
や
土
砂
移
動
等

は
災
害
に
直
結
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
密

接
す
る
難
し
い
問
題
で
す
。

今
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
得
ら
れ

る
渓
流
独
特
の
生
態
や
土
砂
流
出
の
状
況

な
ど
の
結
果
を
活
用
し
て
、
防
災
と
渓
流

環
境
復
元
の
両
立
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
イ
ヌ
ワ
シ
・
ク

マ
タ
カ
の
２
種
類
の
大
型
猛
禽
類
に
つ
い

て
調
査
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
傘
下
に
あ

る
生
態
系
全
体
を
評
価
す
る
試
み
で
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
（
赤
谷
ス

ペ
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
フ
ォ
ー
ラ
プ
タ
ー
）
を

組
織
し
、
セ
ン
タ
ー
職
員
、
自
然
保
護
協

会
も
参
加
し
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

赤
谷
エ
リ
ア
に
は
イ
ヌ
ワ
シ
１
ペ
ア
、

ク
マ
タ
カ
５
ペ
ア
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
ど
ち
ら
も
繁
殖
成
功
率
は
50
％
と

全
国
平
均
の
倍
近
い
成
功
率
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
、
繁
殖
、
餌
場
環
境
等

を
調
査
し
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
森
林
施

業
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
に
共
感
し
、

と
も
に
活
動
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー

タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
第
１
土
・
日
曜
日
を
「
赤
谷
の

日
」
と
名
づ
け
、
様
々
な
調
査
活
動
や
地

域
の
歴
史
を
学
ぶ
共
同
作
業
を
行
い
ま
す
。

定
期
的
に
参
加
す
る
方
の
多
く
は
関
東

圏
を
中
心
に
遠
方
か
ら
来
ら
れ
、
と
て
も

熱
心
に
各
種
調
査
等
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

赤
谷
の
日
の
魅
力
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
タ
ー

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
一
般
の
自
然
観
察
会

や
趣
味
で
の
自
然
調
査
と
異
な
り
、
赤
谷

で
は
そ
の
成
果
は
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
国

有
林
の
管
理
経
営
に
活
か
さ
れ
る
と
い
っ

た
点
、
ま
た
、
地
域
住
民
と
接
点
を
持
て

る
と
い
っ
た
点
な
ど
が
挙
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
調
査
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
、
地

域
と
の
接
点
と
し
て
、
ま
た
都
市
型
住
民

の
森
林
へ
の
ニ
ー
ズ
把
握
の
窓
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
地
視
察
を
通
し
て
、
赤
谷
で
の
取
組

や
考
え
方
の
普
及
啓
発
を
行
う
と
共
に
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
環
境
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
赤
谷
セ

ン
タ
ー
が
主
催
・
協
力
し
た
も
の
だ
け
で
、

延
べ
８
０
０
名
程
の
方
々
を
ご
案
内
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
主
な
取
組
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
大
小
様
々
な

主
体
が
協
力
し
、
多
く
の
調
査
・
活
動
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
最
終
稿
は
赤
谷
の
森
の
管
理
経
営

計
画
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

（５）平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９１号

渓
流
環
境
の
復
元
（治
山
ダ
ム
中
央
部
撤
去
）

猛
禽
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

赤
谷
の
日
・
サ
ポ
ー
タ
ー

環
境
教
育
・
視
察



私
が
住
み
、
そ
し
て
私
達
の
会
が
主
に

活
動
す
る
地
域
は
栃
木
県
で
す
。
栃
木
県

内
の
森
林
面
積
は
、
35
万
㌶
（
県
土
の
55

㌫
）
。
そ
の
う
ち
国
有
林
が
占
め
る
割
合

は
35
㌫
を
超
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
栃

木
県
の
森
林
生
態
系
や
生
物
多
様
性
を
保

全
す
る
上
で
、
国
有
林
は
大
き
な
影
響
力

を
持
ち
ま
す
。

私
達
の
会
は
、
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
位

置
す
る
猛
禽
類
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
生

物
多
様
性
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猛
禽
類
が
生
息
す
る
た
め
に
は
、
餌
と
な

る
鳥
類
や
哺
乳
類
が
多
数
生
息
し
、
ま
た

そ
れ
ら
の
餌
と
な
る
昆
虫
や
植
物
も
多
数

生
息
・
生
育
す
る
良
好
な
自
然
環
境
が
必

要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
猛
禽
類
を
守
る

こ
と
は
、
希
少
な
鳥
類
を
守
る
こ
と
の
み

な
ら
ず
、
生
態
系
の
保
全
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
特
に
、
猛
禽
類
に
と
っ
て
森
林
は

重
要
な
生
息
の
場
所
で
、
そ
の
保
全
は
重

要
で
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
栃
木
県
内
で
国
有

林
を
管
理
す
る
塩
那
森
林
管
理
署
及
び
日

光
森
林
管
理
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
猛
禽

類
や
森
林
生
態
系
の
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
塩
那

森
林
管
理
署
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

那
須
野
ケ
原
の
一
角
に
、
ア
カ
マ
ツ
か

ら
な
る
約
80
㌶
の
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
オ
オ
タ
カ
ひ
と
つ
が
い
が
生
息

し
、
毎
年
繁
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
に
よ

り
、
50
年
後
に
は
ア
カ
マ
ツ
が
消
滅
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

管
理
署
で
は
、
薬
剤
散
布
（
オ
オ
タ
カ
の

営
巣
木
周
辺
は
除
く
）
、
枯
死
木
の
伐
採
・

搬
出
、
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
木
及
び
営
巣
適

木
周
辺
で
の
マ
ツ
枯
れ
防
止
剤
の
樹
幹
注

入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
数
年
前
か
ら
、
本
会
と
協
働
で

次
の
世
代
の
ア
カ
マ
ツ
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、
ア
カ
マ
ツ
苗
木
の
植
樹
や
天
然

下
種
更
新
（
自
然
に
落
ち
た
種
が
発
芽
し
、

樹
木
に
育
つ
）
を
始
め
ま
し
た
。
毎
年
１
、

二
ヵ
所
で
、
天
然
更
新
の
下
地
づ
く
り
の

地
掻
き
や
樹
木
の
生
長
を
促
す
た
め
の
枝

払
い
な
ど
、
地
元
自
治
会
や
企
業
、
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
初
期
の
頃
に
植
え
た
木
は
、

背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
に
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
那
須
野
ケ
原

の
原
風
景
で
あ
る
美
し
い
ア
カ
マ
ツ
林
と

貴
重
な
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
地
が
維
持
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
管
内
全
域
に
渡
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
管
理
署

と
本
会
と
の
間
で
年
に
１
回
開
催
さ
れ
る

森
林
施
業
に
関
す
る
調
整
会
議
で
す
。
森

林
施
業
と
猛
禽
類
の
保
全
は
相
反
す
る
も

の
で
は
な
く
、
両
者
は
十
分
共
存
が
可
能

で
す
。
適
度
な
皆
伐
や
間
伐
は
、
猛
禽
類

に
狩
り
場
や
営
巣
地
を
提
供
す
る
か
ら
で

す
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

利
用
中
の
営
巣
地
を
き
ち
ん
と
保
全
す
る

こ
と
と
、
営
巣
地
近
隣
で
の
伐
採
は
繁
殖

期
な
ど
重
要
な
時
期
を
避
け
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
猛
禽
類
の
営
巣
地
や
繁
殖

状
況
、
伐
採
や
治
山
事
業
等
の
計
画
に
つ

い
て
、
十
分
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
双
方

の
情
報
を
基
に
、
調
整
が
必
要
な
地
域
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
方
策
を
両
者
で
検
討
し
、
森

林
施
業
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
前
調
整
の
取
り
組
み
は
、

猛
禽
類
の
保
全
に
極
め
て
有
効
で
す
。
今

後
は
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
各
森
林
管
理
署

に
広
が
っ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

アカマツ林の落葉掻きをするボランティアの皆さん

森林施業等との調整会議

平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９１号（６）

里山生態系のシンボルのオオタカ



私が勤務する蓬田森林事務所は、福島県南東部

に位置する平田村と玉川村、須賀川市にかかる阿

武隈山系約2,700㌶の国有林を管理しており、アカ

マツを主体とした人工林が多く、標高約500㍍の高

地にあります。

管内には風光明媚な場所が多く、代表的な所を

紹介しますと、東北百名山のひとつ「蓬田岳（標

高952㍍）」は平田村のシンボルとされ、登山道入

口から山頂までは約１時間で登ることができます。

山頂からは東に太平洋、西に那須連峰を望むこと

ができることから、村民はもちろん多くの登山者

に愛されています。

また、登山道のひとつ「探検コース」は、国有

林の「レクリエーションの森整備事業」により、

２年前から丸太を利用した階段の作設やウッドチッ

プ敷きなどにより初心者でも安全に利用できるよ

う整備を進めています。今年度中には、頂上まで

完成する予定となっており、完成後は、より多く

の方に利用して頂けるものと期待しています。

蓬田岳の麓には自然公園「ジュピアランドひら

た」があり、その施設の代表的な風景と言えば、

春に咲き誇る11万株の芝桜です。毎年４月下旬か

ら５月末にかけて「ジュピアランド芝桜まつり」

が開催され、期間中に７万人近い観光客が訪れてい

ます。一面がピンク、紅、白の絨毯となり、訪れた

観光客からは感嘆の声が聞かれます。

それから、母畑温泉の上流には「山鶏滝」があり、

落差約10㍍で、険しい岩肌の上を流れ落ちる厳かな

自然美は一見の価値があります。滝は二段となって

おり上段が男滝、下段が女滝と名付けられ、それぞ

れの趣を比べてみるのも一興です。滝を望む橋も今

年新しく付け替えられました。秋には紅葉も美しく、

森林浴には 適な遊歩道となっています。

近の明るい話題としては、国有林を横断するよ

うな形で福島空港と東北道・磐越道を結ぶ「あぶく

ま高原道路」が４月に全線開通しました。関東、い

わき方面からのアクセスが良くなったことから、今

後は観光客も増え、管内のこのような観光地も賑わっ

て行くものと期待しています。

当 森 林 官 に な り ３ 年 目 と な り ま し た 。 管 内 は 、

「民家のすぐ裏山が国有林」というほど近接してい

るため、国有林と地域の皆様とは密接な関係にあり

ます。このようなことから、地元の人達の声を聞き

ながら互いに支え合える関係を今後も続けていける

よう、森林官業務に奮闘していきたいと思います。

厳かな自然美「山鶏滝」

ジュピアランドひらたの芝桜

蓬田岳登山道の探検コース

民家に隣接する国有林

（７）平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９１号



新潟県南魚沼市の東側、坂戸山、金城山から続く尾
さ か ど や ま きんじようさん

根の向こうに大きくそびえる秀峰が巻機山（標高1,96
ま き は た や ま

7㍍）です。古くから機織りの神様として信仰されて

いたことが山名の由来です。

登山ルートは、南側山麓の南魚沼市清水集落から井

戸尾根を往復する井戸尾根コース（歩程約８時間）が

一般的です。桜坂駐車場を出発して６合目付近までは

ブナなどの広葉樹林が続き、８合目を過ぎてニセ巻機

山（標高1,861㍍）と呼ばれるピークにたどり着くと、

巻機山の山頂周辺に広がる広大なチシマザサの草原と

オオシラビソの樹林帯が一望できます。そこから１時

間弱で巻機山の頂に着きます。チシマザサ草原の中の

登山道脇には、雪田や池塘（高山の湿原や泥炭地にあ
ち と う

る池沼）が散在し、イワイチョウ、ハクサンコザクラ、

ニッコウキスゲなどの植物が疲れを癒してくれます。

ニセ巻機山から山頂側に15分程下ったところには、

平成16年に全面改築された「巻機山避難小屋」があり

ます。この避難小屋には電気を全く使わない攪拌式バ

イオトイレが設置されています。なんと動力源は登山

者自身です。このトイレを始め小屋の維持管理をボラ

ンティアで長年続けているのが、巻機山をこよなく愛

する地元のグループ「巻友会」です。
ま き ゆ う か い

巻友会の会員は、現在24名、登山者の多い６月から

９月の間は、毎週２人ずつ交代で避難小屋まで登り、

バイオトイレの点検や清掃、小屋とその周辺の環境整

備等を行っています。避難小屋がいつも綺麗で気持ち

よく使えるのは、このような地元の方々の地道な取組

のおかげです。感謝、感謝です！！

巻機山は、中越森林管理署管内にある２箇所の森林

生態系保護地域を結ぶ形で設定されている「緑の回廊

三国線」（延長約56㌔㍍）に含まれており、当署では、

一帯の貴重な自然環境を後世に残すため、これからも

森林の維持・保全に努めていきたいと考えています。

（中越森林管理署長 枝澤 修）

ま き は た や ま

バイオトイレ（利用後は前に20回、後ろに10回）

避難小屋と巻友会の皆さん

山頂周辺に広がるササ草原

紅
葉
の
美
し
い
季
節
を
迎
え
た
幕
滝
周
辺
の
森
林

を
歩
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
生
息
す
る
動
植
物
を
観
察

し
、
自
然
の
仕
組
み
や
不
思
議
さ
、
森
林
の
大
切
さ

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

実

施

日

平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）

開
催
場
所

福
島
市
土
湯
温
泉
町
鷲
倉
山
国
有
林

（
幕
滝
遊
歩
道
）

集
合
場
所

幕
川
温
泉
駐
車
場

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法

平
成
23
年
10
月
３
日
（
月
）
か

ら
電
話
に
よ
る
受
付
（
土
・
日
、
祝

日
を
除
く
９
時
00
分
～
17
時
00
分
）

を
開
始
し
ま
す
。

申
込
締
切

平
成
23
年
10
月
12
日
（
水
）
た

だ
し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

参

加

費

１
０
０
円
（
保
険
料
を
当
日
徴
収
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

福
島
森
林
管
理
署

担
当:

野
口

〒
960-

8055

福
島
市
野
田
町
７-

10-

４

電
話
番
号
（
０
２
４
）
５
３
５-

０
１
２
１

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/hukusima/news/index.html

平成２３年１０月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９１号（８）
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